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ホ’フマイスタ氏の流星論について

百　　濟　　敏　　猷

　流星の護光につきE．Opik氏（AN　235，265）がHoffmeister氏の読に劃

して意見を述べたのに干し，ホフマイスタ氏は誤解された黒占を瑠解し，又，二，

三〇pik氏の論に批評を與へて居る．（C．　Hoffmeister：Zur　physikalischen

Theorie　der　Sternschnuppen．　A．　N．5761）稽，くどくどしい論読だが，第

三者が聞くと，参考になる黒占もある．

　1，2．今，1を流星の手均光度mittlere　Helligkeit，　vを速度Geschwin・

digkeit，　mを質量Masseとして，ホフマイスタ氏の説をOpik氏が

　　　　　　　　1一　f（v）　・¢　（m）

なる形へ，f（v）＝const．と假定したのと同じになると云ったのは誤解で，ホ

フマィスタ氏はもっと一般的にP帥ち室氣の密度Luftdichteも考へて
　　　　　　　　1　一　f　（v）　・　¢’　（m）　・　¢　（p）

としたこと，しかも，實際には，亥の通り考へたと云ふ：

欄鍍・…1…H・11igk…兆し，」增i一ネルギEnerg・・攣イ・を赫）

の定つた値は（i）流星の運動のエネルギkinetische　Energie，自Pちm＝1の

時はvと，（ii）大氣中に在る時の抵抗，自白ち室氣密度pとに關係する．

　しかるに流星艦に押された室町部の密度δは，温度，從て光度1を定める

から，m・＝1の時，：或る定つた値1・は，或る一つのδ。に甥干する。故にm

＝・　1と考へて，次の如く書ける．

　　　　　　　　1　一一　z（6）　一f（v）・ip　（p）

δが干る値（從てm＝1の時は一定値const．δ。）に達すれば，或る最初の光

度Anfangs－helligkeit　I。になると云ふ考へから，下下の假定は“Das　Meteor

der　Masse　1　erreiche　eine　bestimmte　absolute　Helligkeit　lo，　wenn　das

Produkt　f（v）・ψ（P）einen　bestimmten　Wert　annimmt”若しも相乗rk　f（v）・

ψ（p）が一定の値を探れば，三位質量の流星は一定の絶醤光度1。に達する．EP

ちf（v）＝const．としたのではない．

　Opik氏の假定は，ホフマイスタ氏の此論で，ψ（P）＝const．なる場合，凡て

の流星は同じ高で光り，其の軌道に滑ては二元密度一定と見なした場合で，正

しくない．ホフマィスタ氏の所謂Anfangs－helligkeit（：最初の光度）は温度が

昇り，エネルギEnergieが増すのと，輻射Strahlungで失ふのと，4衡した

時の絶甥光度absolute　Helligkeitで，流星が此時光り出したのではなく，既

に射光して居る場合もあらう．此黒占，ホフマイスタ氏の用語は不明瞭であった
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ことを述べて居る．

　3．4．Opik氏は輻射・Strahlungに攣ったエネルギEと，運動のエネルギ
K・砒は，凡そ一瓢÷一α・から，李均でe・・と置匠，・〈18蟄｝の

時はE＞Kとなるととを見出したが，ホフマ・イスタ氏の考ではE　＝　const．と

なる，とれは同じ質量を出語するのに同じエネルギを使ふと云ふ論定による．

が，勿論Vが小さくなれば光るのは止むので，どこ迄もE　＝　const．　一・定を延長

exterpolateして解長してもらっては不可であると，ことわって居る．

K一÷m・・脚になるのはm→・（晶出流星）fo＞）v→・（阻礁下）

か，叉はm，v共に→0になるかの3つであるが，先づ興味のある第一・の場合

を考へ，一艦，流星の飛行中に，Kのどれだけの部分が失はれるか？　勿論，

理論上，軌道の最後はm一＞O，及びK＝0とすべきだが，ホフマィスタ氏は，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　km全軌道上，凡そm＝＝1と假詳し，或る一例の流星（v　・＝　56　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）では，初めK
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
＝3136．0，回りにK　＝　2959．4，浩失の時は176．6（歎字はた財目樹的のものRe・

lativzahlen），叉◎pik氏の一例（v＝10璽）から，論れ等を以れk々100．0，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
0．0，100。0と出して，Kが小なる程，　nユニ1の流星の蒸留に使はれたエネルギ

の鵬多く，御礪射三つ湘合も大きい・ととなり，一ト・・n・t’なる

Opik氏の假定にそむく．むしろホフマイスタ氏の假定E　＝＝　const，の方がまし

らしいととを示して居る．

　Opik氏の考へ方で，1・・f（v）・φ（m）とすると，室氣密度に直接は無昭島とな

り，温室中でも稜光することになる．此の民宿は，抵抗物質申にのみ適用すべ

き式である．

　5．流星の光度曲線Lichtkurveは，我々には面白い問題であるが，　Opik氏

（Pub1．　Tartu，25，1，　P．36）とHoffmeister氏（AN　221，363一）とが，惟る

血道の下に出したものは，互に大に違ふ．前者は，光度が，初め急昇し，飛行

軌道の砥邊で極大Maximumとなり，叉，次第に下るが，後者の曲線Kurve

は，増光ゆるやかで，中頃に極大MaximUmになる．

　乱序曲線の何れが要尺か，；著者水フマイス虚誕は本論丈で，Sonneberg天丈

墓で観測したものと比較をして居る．尤も，観測から實際の光度曲線を出すの

は困難である力鍛灘を欄・して，道筋帳さを士駄分け，ど・礪

大になるかを求め，はっきり分らぬ多くの場合では，凡そ光の極大である邊の

静舵汎て鰍蝿・蜘てみ漸その二挺R・1・・ivzah1は
　　　　　　1　飛行路上　　　　　　　x1で光が趣高なること　　　15
　　　　　10
　　　〃　　　　　2　　　　　〃　　　　　　　　　　52

　　　〃　　　　3　　　　’／　　　　　　　　　119

　　　〃　　　　4　　　　〃　　　　　　　　　152
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・れはまつZFteJの鞭鰍のやうなものである力鞭大縢髄の岳一蓄

邊にあるものが多いのを示して居る．

　上の結果は，1929年九月25日一1930年一月4日の観測期間中の，258個の流星

を材料としたのであるが，叉，それから極大の有様を匪別して，歎へあげてみ

たものでは，

　Scharfes　einfaches　Maximum　h6chstens　a．　der　Bahn：
　L5’n’g6s　fiacfies　Max．，　mindstens’　一S．L’　EneTr　kOahnT一：’

　　　　　　　　　　　　　　　10
　二つの極大doppeltes　Max．：

　Max．　in　der　ersten　Halfte　der　Bahn　：

兎に角，此の材料では，

イスタ氏は幸であった．

　6．

41個　（15．9％）

on　（37．6％）

6　（2．3％）

20　（　7．7％）

Opik氏のやうに極大が急なのは旧くて，著者ホフマ

流星速度とその光の有効波長effektive　Wellen1Hngeとの關係

　Opik氏の式を正しいとすると，速度が増せば，此の波長は減することにな

る．著者ホフマイスタ氏（z．B．　Naturw．　Wochenschrift（N。　F．）18，　Nr．14，

P．191）の観測によれば，さうならぬさうである，最高温と張い青色光はmが

大なる流星が大氣の深層迄飛び込んできた時に起り，其の時は，Vは小さくな

って居る．

　面白V・一一例を著者ホフマィスタ氏は引用した，1921年八月17日の大流星は，

よく研究されたものであるが，道筋700kmの長さが観測できた中，初めは色

赤く，後に黄色と攣り，600km邊で，初めて青線となった．速度が緩くなり

質量が小になる程，光度Helligkeitは大きくなると云お．思考にうまくあては

まって居る．

雑　　詠

星涼し一番星や二番星
見えてみるサソリ星座や門涼み
星涼し中に二赤きはアンタtノス

島の灯と星とゆらげり夜光最
會堂を出て仰ぎけり天の川

岸　　亮　幸


